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はじめに

メキシコにおける綿紡績，織布部門の工業化

は，他の産業分野にさきがけ，独立して間もない

時期に始まった。アメリカ合衆国製ミュール型紡

績機を備え付けた， メキシコで初めての近代的綿

紡績工場「ラ・コンスタンシア・メヒカーナ」が

プエブラ(Puebla)市郊外で操業を開始したのは，

1835年 1月のことであった（注 1)。数年後，農園内

の川岸に作られたこの工場を訪れたスペイン大使

夫人は， その印象を次のように記している。「遠

くから見ると，工場と言うよりもまるで避暑地の

別荘のように思われた。パティオの真ん中に清ら

かな水をたたえる噴水があって，この建物の整然

としたようすやその設備の素睛らしさは，見るも

のの目を楽しませてくれる。ここにしばらくのあ

いだ雇われていたスコットランド人は，合衆国で

6年間働いていたが，これと比較できる工場は見

たことがないと言っている」（注2)。 この工場の開

設を契機として， 1840年代にはメキシコ各地で近

代的綿紡績・織布工場が建設されている。

メキシコにおける近代綿工業の移植は，「勧業
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銀行」 (Bancode Avio。1830年設立， 42年廃止）の融

資を中心とした政府の興業政策によって開始され

た。そして1853年には，メキシコにおける近代綿

工業の定着を背景として，それまでの興業政策の

基本理念の転換を示す普通綿布輸入解禁の決定が

おこなわれた。綿業の近代化に関して，所期の目

的が達成されたと判断されたのである。しかし，

言うまでもなく，メキシコ綿工業が日本や他の後

発資本主義国の綿工業と同様の役割をこの時期に

果たしはしなかった。すなわち， 19世紀前半にお

ける黎明期のメキシコ綿工業が同時代の他の産業

分野の近代化を先導することはなかった。そうし

たかたちでの発展がメキシコにおいて開始される

のは早くとも19世紀末以降のことである。したが

って，メキシコの工業化の歴史のなかで綿業のエ

業化は他の業種と比較した場合，きわめて早期に

おこなわれたと言うことができる。また，綿業自

身についてみてもこの時期に機械化が達成された

のは紡績部門だけであり，織布部門の機械化はゆ

っくりとしかすすまなかった。本論で詳しく述べ

るように，量的拡大の点でも十分な発展はみられ

ず，輸入されていた綿布の国産化は実現していな

い。日本をはじめとする後発資本主義国が繊維業

など軽工業部門を軸に資本蓄積をおこない，それ

以降急速に産業革命を成功させていくのと対象的

である。

それでは，この形成期におけるメキシコ近代綿
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Ⅰ　「勧業銀行」による綿工業の移植

工業の独自の役割は何だったのだろうか。この疑

問に答えるためには， (1)綿業紡績部門で早期に突

出的近代化がおこなわれた理由，および(2)不十分

な展開にもかかわらず所期の目的が達成されたと

みなされた理由を考察することが必要である。本

稿の課題は， 1830年から53年の24年間の綿業（形

成期近代綿工業と呼ぶこととする）を対象にして， こ

の2つの理由を考察することを通じて，形成期近

代綿工業のメキシコ経済史における位置，役割を

知るてがかりをつかむことにある。

従来，メキシコ形成期近代綿工業の突出的近代

化に関しては， 「勧業銀行」の役割が強調され，

また，その不十分な展開の理由として，植民地経

済体制が継続している段階，なかでも教会財産の

解体が進行していない段階での工業化の限界が指

摘されている。確かに，レフォルマ期 (1850~63年）

にならなければ私的所有の原則の確立など体制全

体の変化は進展しない。しかし，こうした一般論

に依拠する場合， ともすると，対象とする時代の

特質を固定的にとらえることになりかねず，植民

地経済体制からの脱皮の過程にあったメキシコ経

済体制：こおける，形成期近代綿工業の独自の役割

を見落としてしまう結果になる。

そこで本稿では，個別の事例，特に主要な綿業

者の変遷に注目して，前述した突出的近代化の成

功と関税政策の変更の理由を考えてみたい。とい

うのは，主要な綿業者の変遷は，この時期のメキ

シコ経済の体制的変化を大筋において反映してい

るからである。近代綿業の導入・移植には，資金

獲得と流入する外国綿製品との競争というふたっ

の関門をのりきることが不可欠であった。したが

って，近代綿業には，政府の保護を受けることが

でき，また資金力にも富む当時のメキシコの代表

的実業家が参入することになった（注3)。体制的変

メキシコ近代綿工業の形成における「アヒオティスク」の役割

化のなかから新たに登場した「アヒオティスタ」

(agiotista。原意：高利貸し）の綿業参入がそれであ

る。結論的に言えば，近代化に成功したメキシコ

綿業の性格は，「アヒオティスタ」の綿業参入によ

って決定づけられることになったのである（注4)。

本稿では，まず，第1節で「勧業銀行」による

近代綿工業移植過程の限界を述べ，第II節で「ア

ヒオティスタ」の綿業参入過程を論じることで．

突出的近代化の理由をさくり，最後に第rn節で関

税政策の転換の意味を考えることにする。

（注 1) クラインの研究によれば，ユカクー｀ノの綿

紡績工場「アウローラ・ユカテーカ」が近代的設備を

備えたメキシコで最初の工場であった。同工場は1833

年に操業している。しかし，当時のユカターン地域ほ

メキシコ中央政府の統制が実質的に及ばない地域であ

ったので，ここでは考察の対象としない。 Cline,H. 

F., "The Aurora Yucateca and the Spirit of 

Enterprise in Yucatan, 1821-1847," Hispanic 

American Historical Rev如，第27巻第1号， 1947

年2月， 30ページ。

（注2) Erskine, Frances (Calderon de la 

Barca夫人）， Lavida en 1¥fexico, durante una 

residencia de dos aiios en este pais, 第2巻，メキ

シコ， Porrua, 1976年（原書，ボストン， 1843年），

361ページ。

（注3) メキシコにおける企業者形成史研究は，

1970年代末から活発におこなわれるようになった。代

表的研究に以下のものがある。 Cardoso,Ciro F.編，

Formacion y desarrollo de la burguesia en ]'vfexico, 

メキシコ，SigloXXI, 1978年/Florescano, Enrique 

編 Origenesy desarrollo de la burguesia en 

America Latina, 1700-1955, メキシコ， Nueva 

Imagen, 1985年。

（注4) Tenembaum, Barbara A., 1"vfexico en 

la epoca de los agiotistas, 1821-1857, メキシコ，

Fonda de Cultura Economica, 1985年。

I 「勧業銀行」による綿工業の移植

近代綿業の移植は， 1830年10月にブスタマンテ
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政権により設立された「勧業銀行」の融資によっ

て本格的に開始された。綿業部門の突出的近代化

に， それゆえ， 「勧業銀行」と直接的に結び付け

られて理解されている。この節では，綿業の担い

手を問題とすることで，「勧業銀行」による近代

綿工業移植の限界を指摘したいと思う。

1. 「勧業銀行」設立の意図

「勧業銀行J{;t 「国内産業の振穂を目的とし

て， 100万ペノの資本金をもって」（「勧業銀行法」第

1条）設立された。 その際，国内産業の担い手と

して設定されたのは，植民地末期以来の伝統的支

酉且者層であっに。 シーロ・カルドーゾは， 「勧業

銀行」を性格規定して， 「産業革命の一過程とし

てよりも重商主義の影孵を受けた計画(18世紀鉱業

に対するブルボン朝的政策の同時代的焼き直し）として

みられるべきであり，伝統的支配階級の経済力再

生を狙いとする，より広範な計画のなかに位置づ

けられるべきで店る」（注 l)と述べている。「勧業銀

釘怯Jの諸条瑣と「勧業銀行」設立の経緯をみろ

ことで，カルドーゾの指摘を確認しよう。

「勧業銀行」の育成しようとした綿業の担い手

か，：り時綿布，綿糸生産に従事していた在来綿手

上業者でなかヴ とは，「勧架銀行法」から明

らかでおる。「勧業銀行法」の第2条では，「昨年

5月22日法による共和国各港かし、うの綿製品輸人禁

_ll.till訊を，資本金削出のため、必要な期間に限り

実施しないーと規定され．第3条では綿製品輸入

関税の20~蹂が「勧業銀行」の資本金に充てられる

ことが明記されている。また，第7条では銀行の

業務が2つ定められている。その第 1は最新式の

機械を外国から購入し，「創設される会社」に原

価で引き渡すことであり，第2は「創設される会

社Jに資金を年利率 5古で貸しりえることであク）

た（注 2)。

これらの「勧業銀行法」の規定は在来綿手工業

者にとって二重の意味で痛手であった。第1に，

在来綿手工業者の根強い運動の末勝ち取られた

1829年5月22日関税法はこの結果効力を一時停止

されることになったからである。第2に， 「勧業

銀行法」が育成の対象としたのは，在来綿手工業

者ではなく，新たに「創設される会社」（第7条）

であったからである。

後述するように，「勧業銀行」は新たな大工湯

を創設・育成したが，この結果，植民地末期以

降， ヨーロッパからの安価な綿布の流入により衰

退しつつあった在来綿手工業は， 1850年代には紡

績部門が完全に工場内生産に取って代わられ，ま

た近代化の遅れる織布部門も工場生産される綿糸

の供給に依存した結果，近代的生産体制のなかに

組み込まれることで，自立性を失っていくことに

なった（注3)。

政府が資金を蓄え，融臼することで産業の育成

を図るという政策は，植民地末期に設立された

「鉱山勧業銀行」 (Bancode Avio de Minas)に原

形を求めることができる。 1777年，ヌエバ・エス

パーニャの鉱業問題を迅速に解決するために「王

立鉱業審議会」が設樅され，その一＾機関として，

「鉱山勧業銀行」が設立された。同銀行は，本国

に送られる銀の一部を資金として，鉱山主への融

資・近代的技術の導人をおこない，鉱業の育成を

図ることを目的にしていた（注4)。一方， 1830年に

設立された「勧業銀行」は，この植民地末期の政

策を， 全産業分野に広げたものであった。「勧業

銀行」を発案したアラマーン (LucasAlam知）は

「王立鉱業審議会」の一機関として，「鉱山勧業銀

行」とともに設立された「鉱業学院」 (Colegiode 

Minerin)に， 1810年入学している。アラマーンの

楕想は，この経験に依拠していた（注 5)。
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「鉱山勧業銀行」をはじめとする植民地末期の

舷業振興政策は「プルボン朝の改革」と呼ばれる

行政・経済改善の一環に位置づけられる。当時，

産出堡が著しく低下していた銀鉱山に最新の技術

を導入しようとしたものであった。この政策の結

果，ヌエバ・エスペーニャは銀生産の増大に成功

し，当時の経済的支配IP')の一嚢を形成していた鉱

山主の経済りの維持に大きな役割を果たすごとた

なった。当時のメキシコの政治抗争において保守

派の指導者でおったアラマーンは，植民地期の政

策を，｝廿業分野を広けて採川し，伝統的支配者！位

の経済力の内興に努めたのである，、

ては，綿l門党育成の対象として恕定された新仝

社とはどのようなものだったのだろうか。「勧業

銀行法」自沐は，この点に関して明白な規定をお

こなっていない。そこで，実際の設立廷過にそく

して考えていくことにしよう c

l勧業銀行jの設立においてイニシじチデをと

り， 自ら総裁に就任したアラマーンば 1830年 4

月， 潅勧業浪行法」制定に先立って， 各朴I知事：、こ

，，，キシコ近代綿工業の形成における「アヒオティスタ」の役割

会社設立を命じている。また， 1832年の「勧業銀

行年次報告」では，勧業銀行役員会が最初におこ

なうべき任務として「国民に会社あるいぱ団体

の創設を促すことで合意し」，その結果 14の新会

社か1831年末までに設立されたと報告されてい

る(il6)。

第 1表は， 「勧業銀行」の指尊の下に設古され

た会社一覧である。各企業ば設寸主旨から窺い

知ることができるように，公的役割を強くま旦わ

されていた。 「セラーヤ産業」の場合， グアナフ

アト州知事かセラーヤ地区の行政長宜に命じて

設立させた会社であり，ポタノシュに上れば，そ

の資本金 1万5350ぺ，のうち4050べ(26合）は29人の

役人によるものであった（注7)。プエブラ社の場合

には，資本金8475ペソの内1350ベノと寄付金のほとん

ど全てを役人，議且，教会関係者が出脊してい

た(II:8)。

以上{})ように，銀行設立の登図が植民地経済体

制の枠組のなかにあったことは，カルドーソ”の指

摘どおり確かであろう。しかし，独立メキンコの

第 1表 「勧業銀行」の指導下で設立された会社一比
.`―- -,．．．．．-....

.  

設立会社団体 ）設立年月日 設立趣旨 1息喜株数気豹亨
•一 9 • - - • → ・ •- • - -

・ ー・

メキシコ社 I 1830. 5. 28 綿織物工場の建設 I ooo 1 47 I 2s, 500 
トラネノヽ ントラt土 183l. l. 12 蓑漁場，製材所，毛織物工場の建設 I ... ．．． 

プニブラ社 183l. 2. 31 綿翠じゅうたん，染色業の保護 50 I lW. 5 I 8, 475 
寄付 1,203

クエンカ．i-社 183l. 3. 4 綿業，こじ織物業の保護 ， 100 I 11. 5 I --1, 150 

サン・アンドレス・トゥストラ社 1831. 3. 16 繰棉機の設置

トラスカーラ社 183l. 1. 11 綿織物］＾場の建設 500 I ]7,5 I 8,775 

レオン・デ・ロス・アルダマス社 1831. 5. 14 養蚕業綿業，絹織物業の振興 20(） | 50 10,00(） 

サン・ミゲル・アジェンデ社 1831. 6. 24 製紙工場の建設 200 i 46 I 9, 200 
セラーヤtt I 1s31. 7. 1 綿紡績・綿織物工場の建設 200 I :,0% I 6, 150 

ケレタロ社 1831. 8. 1 ョーロッパ風布地工場の建設 ・・・

サン・ルイス・ボトシ社 18'.ll. 8. 14 日小liの漿・エ・鉱業の振興 ••• 
8,500 

ビージャ・デル・パラル仕 1831. 9. 21 綿業毛物業の振興 200 42.5 

モレーリア社 1831. 1(）. 21 綿業鉄讐採掘の護 200 I 48% I 9,650 
チワワ社 ・……争・・・・ 綿織物業，モ織物塁の振興 ・・・ ・・・ 16, 000 

、-．ア

（出所） “Informc y cuentas que el Banco d<、Aviopresenta" (1832, enero), Luis Chavez
 Orozco編 El

Banco de Avlo y el fomento de la industria nacional, coleccic',n de documentos para la 
historia de! 

comercio exterior <le Mもxico,＂第2期第3巻，メキシこ1, Banco Nacional de Comercio Exteri
or, 1966年，

102~105ページより作成c

（注） •••は不明，もしくけ概数が知られている。

う
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成立した時代において，アラマーンの意図は実現

できたのであろうか。銀行設立の前年， 1829年に

は，スペイン人の追放が決定されたことに示され

るように，伝統的支配階級はその某盤を失いつつ

あったのである。融資活動の結果を次にみてみよ

う。

2. 綿業に対する「勧業銀行」の融資活動と

その成果

綿業は当時の産業育成政策において中心的産業

分野であった。第1表で示されているように，

「勧業銀行」の指導によって設立された14の新会

社のうち10の会社は綿業を主な活動対象に設定し

ている。しかし，これらの10の会社のうち，実際

に融資をうける段階まで準備が整ったのは， 「メ

キシコ産業」と「セラーヤ産業」だけであった。

第2表は，綿業部門において実際に融資がおこ

なわれた 9つの会社・個人とその融資額を示した

第2表 「勧業銀行」の綿業部門に対する

融資先と融資額
（単位：ペソ）

融資先
初回の
融資年 融資額

ルーカス＝アラマーン i 、37ヽ―- 60,OOO 
ヴィクトリアーノーロア 1835 I 72, 320 

(22,320) 
アントゥニャーノ社 1831 I 183, 916 

(37,916) 
セラーヤ産業 i 1832 I _!2,_2?5 

(2,275) 

J. 1・ゲレーロ
iキシコ産業
（トラルパン）
S・アルダソーロ

R・パルド
ウェルシュ

機械をのぞく融資額の総計

1840 
1832 

1835 

翌

6,000 
145,940 
(54,945) 
62,320 
(22,320) 
50,000 
56,000 

509,000 

（出所） Potash, Robert A., Banco de Avio.:・・ el 

fo加 ntode la industria, 1821-1846, メキシ

コ， Fondode Cultura y Economica, 1959年，

178~179ページ第5表， 182ページ第4表， 184 

ページ第7長，から抽出作成，

（注） かっこ内は機械購入にあてる費用。
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ものである。融資と機械の購入は，唯一の例外を

除いて， 1838年再び輸入禁止政策が採用された時

まで統いている。 「勧業銀行」が融資対象とした

会社・個人は政府との関係を基盤にしており，融

資はなんらかの特権的性格を帯びている。 しか

し，第2表の会社や個人はその設立経過からみて

均質的とは必ずしも言えないので，ここでは 3つ

に分類し，その代表的事例をみていこう。第1は

「勧業銀行」の指導により設立された会社に対す

る融資，第2はすでに綿業に従事していた実業家

に対する融資第3は外国商業資本に対する融資

である。

(1) 「勧業銀行」の指導により設立された綿業

全社への融資ー一ー「メキシコ産業」と「セラ

ーヤ産業」

「メキシコ産業」は工場の所在地から通称トラ

ルパンと呼ばれ， 14の新会社のなかで最初に設立

され，かつ資本金も最大であった。この設立に

は，すでに述べたようにアラマーン自らが関与し

ており，「勧業銀行」はその産業育成政策の要に

「メキシコ産業」を位置づけていた（注9)。

機械の導入は「勧業銀行」設立前からすすめら

れており，初回の融質が決定された1832年 1月に

は多くの部品がトラルパンに到着していた。計画

では，当時のアメリカ合衆国における最大規模の

工場と同程度の工場にするべく目標 (2'100~3840

錘）が設定されていた。 1832年 1月には， すで

に，工場建設に着手している（注10)。 ところが，

1832年末の時点でトラルバンの建設は困難に直面

した。同年 1月の「勧業銀行報告古」によれば同

年中の操業開始が予定されていたが， 1年後の報

告書では，いまだ工場の屋根ができていないと記

されている。そのうえ，機械の一部 (4000'り相当）

が故障しており，新たな投資が必要とされてい
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た（注11）。この結果1833年以降も融資が続けられ，

38年 1月の報告書によれば，同年中に操業開始の

見込みであった（注12)。1843年において， トラルパ

ンは綿紡錘数2352で操業している。第 3表で示さ

れているように， トラルパンの規模はメキシコの

全紡績工場のなかで第16位であった。「勧業銀行」

が最大の努力を払ったにもかかわらず，その成果

は小さかった。

一方， 「勧業銀行」の指導のもとに設立された

もう一つの会社「セラーヤ産業」は，完全な失敗

メキシコ近代綿工業の形成における「ア I::.オティスク」の役割

であった。「セラーヤ産業」には， 1833年までに

1万ぢが融資され， 2275ぢ相当の蒸気機関が引き

渡されている（注13)。ポタッシュによれば，「セラー

ヤ産業」にたいする融資決定の背娯には，アラマ

ーンのはたらきかけがあった。セラーヤは，アラ

マーンの出身地に近く，アラマーンの多くの友人

が「セラーヤ産業」に関わっていたからである

（注14)。用地設定の失敗や資金不足によって，工場

建設は進まず，完成しないまま放置された（注15)。

(2) 綿業実業家への融資＿―-アントゥニャーノ

第3表主要綿紡績，織布工場20社 (1843,45年）

所有者名 工場名 州名
紡錘数 ［織ー機数 一

1843 1845 

紡錘数

ココラバン
コンスタンシア
エコノミーア
マグダレーナ
ラ・ファース

サン・アントニオ・アバド
4．ベラスコ社 パトリオティスモ l プエフ． フ|6,5蕊
5. ベリオ，マルディネス・ セク・ンタ・カージェ・デ・ メキシコ
デル・リオ サン・ホセ

ミラフローレス
6. カエターノ・ルビオ ヘラクレス

7. アンドレス・ソアル Iティサパーン
！デ・イグレシアス ・・・

8.バロン，フォルベス ハウハ ハリスコ 3,744
9. カスター I・フレーテスベジャビスタ ハリスコ 3,048 
10. ウェルシュ インドゥストリア ヘラクレス 3,000 

小計 |60,638

11. ロメーロ社 ベネボランシア プエブラ 2,800
12.バシリオ・メンダロス・オホ・デ・アグア ドゥランゴ 2,520 
ケータ

13. ミエール社 マジョラスゴ プエブラ 2,500
14．コスメ・フルロン モリーノ・デ・エメンディオプエブラ 2,400 
15. ゲメシンド・サビニョンモリーノ・デ・マジョラスゴ 2,376 

16. — トラルパン メキシコ 2,352
17. マヌニル・カマーニョ モリーノ・デ・カルメン プエプラ 2,212 
18. Jレイス・ガルシーア デ・ルーカス・マルティンベラクルス 2,200 
19. マヌエル・イニーゴ ロス・アンヘレス 2,198 
20. エスカンドン社 エスコーバ ハリスコ 2,112

l. --
2. アントゥニャーノ社

3, ガライ社

ベラクルス

｀ プエフラ

メキシコ

メキシコ

メキシコ

11,500 
7,680 
2,508}11, 188 

8,400 

5,030 
4,200 

4,000 

2
9
0
4
4
8
 

.̀‘̀
 •. 

1
0
0
0
1
7
 

3
0
1
6
1
3
9
1
6
1
9
 

11,610 
7,680 
3,900}11,580 
8,328 

．．． 
58 

7,248 

112 

面
5220

2

1

 

.o 
4
 
．
 
．
 

5,700 
1,200 

4,000 

3,744 
5,832 
4,000 

166，曇
l 

2,220 
2,520 

20 
... 
36 

54 

-~--、~、~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~• «、一~｀ 

総 計 106,708
...... ・・・-・- I 

“‘▲ -

2,700 
2,400 

2,352 
2,212 
2,200 
2,198 
2,112 

112五27
（出所） ‘‘Memoria sobre el estado de la agricultura e industria de Ia Re凶blica,que la Direccion General 

de estos ramos presenta al Gobierno Supremo, 1843,’'第5表，および “Memoriasobre el estado de Ia 

agricultura e industria de la Republica en el afl.o de 1845, que la Direccion General de estos pre-

senta al Gobierno Supremo,"第4表。それぞれ Documentospara el estudio de la industrializacion en 

Mexico, 18年 1845, メキンコ， Secretaria de Hacienda y Credito Publico, Nacional Financiera, 1977 

年， 81ページおよび240ページより抽出作成。

7 
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の場合

茎本樽想の挫折は「勧業銀行」の指導のもとに

プエブラで設立された「愛国社」の場合をみるこ

とでも確認できる。会社の中心人物，最大の出資

者であったアントゥニャー/(Estevan de Antu-

nano)は同社の資金不足を憂慮し，新会社の設立

に踏み切ったため， 1831年，早くも「愛国杜」は

活動を停止している（注16)。

「勧業銀行」は， 1831年，本来プエブラの「愛国

社」用に予定していた機械3万7776乞相当と 3万

ペ、）の融資をアントゥニャーノの設立した別会社

におこなっている（注17)。1838年までに， 「勧業銀

行」の融資総額は14万6000ベ／｝こ逹した。機械はフ

ィラデルフィアから船積みされて， 1833年8月に

ベラクルス港に到達したが，標高2000靡にあるプ

ェブラに到着したのは 1年後であった。彼の工場

「ラ・コンスタンシア・メピカーナ」は， 1835年

1月操業を隅始した（注18)。

ァントゥニャー／は，綿業工業化の歴史におい

て，常に特筆されてきた実業家である。メキシコ

で初めての大規模な近代的綿紡績工湯の創設者で

あったからばかりではなく，さまざまなパンフレ

ットをつかって綿業近代化と政府の援助の必婆性

を訴え箋；ナ，アラマーンの政策の実践的支援者，

宜伝者となったからである。 しかしながら， 彼

は，ブエブラの他の在来綿手工業者とは質を異に

していただけではなく，後述する当時の近代的綿

業に従事する他の実業家と比較し，綿業に最大の

力を注いだ点で，例外的綿業者であったことに注

意しなければならない（注l9)。

(3) 外国商業資本への融資

「勧業銀行」が設立時において融資対象に想定

していた植民地期以来の特権層には，エ湯制の綿

業を担えるだけの資金力と資質が欠如していたこ

8 

とは，末期の融資を見ることでより明確になる。

第2表に見られるアラマーンヘの融資は， フラン

ス人商人レグラン兄弟とアラマーンが共同でオリ

サバに建設した工場「ココラパン」のためにおこ

なわれたものである（注20)。この融資は，形式的に

はアラマーン個人への融資であり，特権的性格を

維持している。しかし，植民地末期以来の特権層

だけでは近代的綿業をメキシコに移植できず，独

立後スペイン人商人に代わって登場した富裕な外

国人商人の資金協力が不可欠だったことをこの融

資は示すことになった。「ココラパン」は1839年に

操業を開始し， 43年において 1万1500錘， 301織

機を備える当時最大の綿紡績織物工場であった。

「勧業銀行」最後の融資は，ハラーパ在住の元

イギリス副領事，商人のウェルシュにたいしてお

こなわれている（注21)。彼の工場「ハラーパ産業」

は， 1840年に創業し， 43年において3000錘を持つ

中規模のものであった。

以上のように， 「勧業銀行」は， 綿業部門にお

いて，植民地期以来の特権層の育成に成功しなか

った。結果的に「勧業銀行」が育成することにな

ったのは，外国人商人層であった。したがって，

カルドーゾの指摘は，アラマーンの「勧業銀行」

の設立それ自体にはあてはまるが，実際の役割に

関しては，正確だとはいえない。綿紡績部門の突

出的近代化を担ったのは，次節でみるように「勧

業銀行」を直接，間接に利用することで新たに綿

業者となった実業者だったからである。

（注1) Cardoso, Ciro F.編， .7¥1exicoen el siglo 

XIX (1821-1910)，メキシコ， NuevaImagen, 1980 

年， 164~165ページ。

（注2) 「勧業銀行法」の全文は， Potash, Robert 

A., El Banco de Avio de 1'¥1exico: el fomento de 

la industria, 1821-1846, メキシコ， Fondo de 

Cultura Economica, 1959年， 243~244ページを参

照。本害ほ，「勧業銀行」に関する甚本的な研究書であ
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る。

（注3) たとえば，プェプラの場合， 1830年に468人

いた手紡エが， 40年代にほ， 4人になっている。

Contreras Cruz, Carlos; Juan C, Grosso, I", 

ぶ truturaproductiva y ocupacional de la ciudad 

de Puebla, プニプラ， UniversidadAutonoma de 

Puebla, 1979年， 70~71ページ。メキシコ綿業の歴史

は古い。綿花しま自生しており，原住民村落においてほ

自給自足的な綿布生産が植民地期以前からおこなわれ

ていた。さらに，植民地末期には都市の発造にともな

いメキンコ各地で綿手工業が生まれた。なかでもプエ

プラでしま， メキノ 7 市の市場向けに在来綿1ロー工業が発

展していたつ 18世紀末から19世紀初頭にかけてのメキ

シコ・ンティヘの綿製品の流入をみると，外国製品と

ブニプラ製品との比率はほぼ半々であった。ヨーロッ

パ製品の計t．入は在来綿業にとって脅威であったが，｛f_

来綿業｝江工場告l]が導入されるまで，確固とした基盤を

維持していたのでおる。放立直後における在来綿手エ

業者の完云力は強く，在来綿手エ菜の保護なt'I的にし

て， 1829年には，普通綿布の輸入禁止をもりこんだ関

税法が判定されている。植民地末期から独と直後のメ

キシコ縛業については，佐藤勘治「メキシコにおける

在来綿手工業と貿易政策 1789-1829」(『地域研究，II

創利号 1983年）をみられたい。

（注4) Conde de Revilla Gigedo, lnstruccibn 

reservada que el Conde de Re切llaGigedo dio a 

.su sucesor (1794)， メキシコ， Jus, 1966年， 210ペ

→今

--/ 

゜
（注5) 「勧業銀行；の構想運営のほとんどは，自

ら総裁に就任したアラマーツの主唸権によっていた、一

彼は、 1792年，銀所出地として有名なグアナファート

の富浴な貴族の家に生まれた。一家は，独立革命の争

乱状態のなかで掠奪を経験した。このことが，彼の保

守虻思想形成に影響を与えたと言われている。彼は，

1814年， 釦山技愉苫得のためヨーロッパに渡り， 20 

年に帰国した。翌年 2月には，再び，グアナファート

選出代盛口と・ッてスペイソ本国のカディス喋会へ参加

するためハラクルス港を発った。この自由主義的なカ

ディス議会の開催中に，メキシコはイトゥルビデを長

として保守的な臨時政府を樹立し，スペイソから独立

するc ペリ， コ｀ノドン滞在を経て， 1823年独立メキシ

コに戻っにアラマーソは，政界で活躍する一方，荒廃

していた鉱山の再開発に自ら着手し，外資の導入に努

力した。 1824年には， 口｀ノト●、ノ滞在以来の念願であっ

メキシコ近代綿工業の形成における「アヒオティスク」の役割

たイギリス資本による「連合メキシコ鉱山会社」の設

立に成功する。この会社は，イギリスにおけるラテ｀ノ

アメリカヘの鉱山投資プームのきっかけとなった鉱山

会社の 1つとなった。アラマーンはこの会社の現地取

締役として実質的経営に携わった。しかし，結果は芳

しくなかった。アラマーソは， 1829年，資金不足と現

地イギリス人スタッフとの意見の達いを理由にして，

鉱山会社から手を引いている。鉱山業再梵発の試みが

失敗したことで，彼は，製造業部門に期待をかけた。

アラマーソが「勧業銀行」を設立したのは， この直

後， 1830年， フ・スクマンテ政権の閣僚と；i[ったときで

ある。アラマーソに関しては， Valadも， Jose c., 

Alaman: estadisヽae hisヽoriador,メキシコ， UNA 

M, 1977年を参照したc

（注6) "Informe y cuenta que el Banco de 

Avio prcsenta en cumplimiento de lo prevenido 

en el articulo 9 de la ley de 16 de octubre de 

1830" (1832, enero), Luis Chavez Orozco綱

El Banco de Avfo y el fo,瓜 ntode la industria 

nacional, coleccion de documentos para la 

historia del comercio exterior de Mもxico, 第

2期第3巻， メキシコ， Banco Nacional de Co-

mercio Exterior, 1966年， 101~105ページ。

（注7) Potash,前掲函， 97ページ。溶 l表中の総

資金と異たった数字をボクッシュはあげている。

（注8) "Idea de la Sociedad Patriotica formada 

en este capital de! Estado de Puebla para fomento 

<le art厨 '(1831),Miguel A. Quintana, Estevan de 

Antuflano: Fundador de la industria textil en Pue-

bla,第 2巻， メキシコ， 1957年， 71~75ページ。

（注9) Potash,前掲困， 106ページ。 I勧業銀丘I

は「メキシコ産業」の機械購入に対して 5万4945べJ9

その他の融資として 1万3100ぢな1いし与えている。

"Relacion circunst anciada de las habilidades 

dadas por el Banco de Avio para el estableei-

miento y fomento de varias empresas industrial心

desde la creacion de dicho establecimiento hasta 

fin de julio de 1837" (1838, enero), Chavez 

Orozco網，前掲書所収， 236ページ。

（注10) "Informe y cuenta que el Banco de 

Avio presenta・・・・・・’' （1832, enero)， 同上書所収，

106ページ。「勧栗銀行」はアメリカ合衆国から技術者

の受入をおこなった。外国人技術者は主に「メキシコ

産業」の工場蘊設にあたっている。「勧業銀行」は主

， 



1989060012.tif

Ⅱ　「アヒオティスタ」の綿工業への進出

任技術者であるマコーミックをはじめとする 7名の技

術者に対して毎月1000ぢ近くを支給した。特に主任の

マコーミックは，年3600ぢの高給を得ていた（同上臼

109および [1832, diciembre] 137 ~ 138ページ）。

（注11) 同上書 106および129~130ページ。

（注12) "Relacion circunstanciada de las habi・ 

lidades dadas por el Banco de A vio.……’'，同上

苔所収， 237ページ。

（注13) 同上 242ページ C

（注14) Potash,前掲書， 106ページ。

（注15) "Informe y cuenta que el Banco de 

Avio presenta……”(1832, enero), 168~ 169ページ。

失敗が明確になったため， 「勧業銀行」はセラーヤ向

けに予定していた機械をロア(VictrianoRoa)とアル

ダソーロに分配している。セラーヤの工場は，その後

1835年に「勧業銀行」の融資を受けたアラマーンに買取

られ，毛織物工場として建設が再開される。 Potash,

前掲書， 184ページ参照。ロアとアルダ‘ノーロは「勧業

銀行」の役員であり，機械の分配は役得的性格を帯び

ていた。ロアの会社はすぐ解散し，アルダソーロのエ

場は第3表に示されているように18,13年において1200

錘をもつにすぎない小規模なものであった。

（注16) Quintana,前掲書，第2巻， 75ページ。

（注17) Potash,前掲書， 108~109ページ。

（注18) "Inforrne y cuenta que el Banco de 

A vio presenta…•••”(1832, enero), 169ページ。

（注19) 彼のバソフレットの多くは， Quintana,前

掲書でみることができる。彼ぱ1792年ベラクルスの富

裕な商家に生まれ，スペイン，イギリスで教育を受け

た。イギリス産業革命を実際に目にできたことが，後

に彼を綿業に向かわせたと言われている。 1812年，彼

は商業に身を投じ，その後プエプラにある妻の大農場

を経営している。また， 1821年には小規模な紡績工場

をプニプラに蓬設した。彼は，商業，アシニ｀ノダ経営

から得られる資金と政府からの資金融資を背兼とし

て，綿業実業家としての経験をいかすことで工場の建

設に成功した。 Hale, Charles A.、Elliberalismo 

mexicano L'fl la epoca de Afora, 1821-1853,メキシ

コ， SigloXXI, 1972年， 274ページ。バルド(Ramon

Pardo)も綿業実業家であったが， その経歴は知られ

ていなし氾

（注20) Potash,前掲書， 145ページ。

（注21) 同上書 169, 227ページ。

IO 

II 「アヒオティスタ」の綿工業への

進出

「勧業銀行」によって生みだされたメキシコの

近代綿工業は，「勧業銀行」の廃止(1842年）後も，

国内市場の基盤を失うことなく，一定の生産を維

持し続けた。しかし，その担い手となったのは，

前節でみた「勧業銀行」が融資しようとした資金

力に乏しい植民地末期以来の1日特権厨でも， ま

た，「勧業銀行」の末期の融資対象となった外国

人商人でもなく，「アヒオティスタ」と呼ばれた人

々だった。 この節では， 「勧業銀行」廃止後の綿

工業の主要な担い手「アヒオティスタ」がどのよ

うな人たちだったのかを述べ，その進出過程を具

体的に示すことにする。

第 3表は1843,45年における主要綿紡績，織布

工場を，紡錘数に基づいて上位20位まで示したも

のである。 10位までの工場で総紡錘数の半分以上、

を占めているので，この時期の綿業者の特徴を，

10会社12人に代表させて考えることにする。この

表にしたがって，工場所有者の特徴を10位まで概

括的にみてみよう。

「勧業銀行」が融資した「ココラパン」とアン

トゥニャーノの所有する 2工場が第1位と第2位

を占めている。この点で， 「勧業銀行」が， 後の

綿工場の発展を牽引する役割を果たしたと言える

だろう。しかしながら，アントゥニャーノの会社

は， 1849年にはスペイン人商人ベルヘスに所有権

が移行しているし，また，アラマーンの「ココラ

パン」は， 1843年には表の 6位に掲載されている

ルビオとガルベスに， 48年には表の20位に掲載さ

れているエスカンドンに所有権が移行している。

「勧業銀行」の閉鎖にともなって，アントゥニャ
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ーノとアラマーンは，大工場を維持するだけの資

金を用意することが，もはやできなくなったから

である。

3位以下の工場所有者のうちウェルシュ以外

は，「勧業銀行」とは直接的に関係のない工場で

ある。 3位のガライ， 5位のバリオとデル・リ

オ， 6位のルビオ，および 1位の「ココラパン」

を1840年代末に入手するエスカンドンは， 当時

「アヒオティスタ」と呼ばれていた政商・金融業

者であった。 8位のバロンとフォルベス， 10位の

ウェルシュは商人であり，それそれイギリスの在

サンブラス (SanBlas)領事，アメリカ合衆国の

在テッピク (Tepic)領事，イギリスの在ハラーパ

(Jalapa)副領事を務めていた。ただし，バロンと

フォルベスの工場「ハウハ」は，密輸品を国産品

に偽装するためにも使われていたと言われてい

る（注 1)。4位のベラスコはスペイン人商人であっ

た。リオールとフレーテスの出自に関しては明ら

かではない。

以上のように， 1840年代の綿工業は商人・金融

業者の同部門への参入を特徴としていた。特に，

「アヒオティスタ」の進出が顕暑である。「アヒ

オティスタ」とはどのような人々だったのだろう

か。

金融機関の発展していなかったこの時代には，

教会とともに囚内の新興商人が金融業にも従事し

ていた。新興の商人たちは，債務を肩代わりする

ことなどで，その業務を広げていた。なかでも，

巨額にのぼった政府財政の赤字補瑚のための内偵

が「アヒオティスタ」によって引き受けられてい

た。 1830年代の歳入に占める税収入と「アヒオテ

ィスタ；の貸付の比率は，少ない年で， 4 : 1, 

多い年には 2: 1以上になっている。 1830年代以

降，メキシコ政府は「アヒオティスタ」に経済的

メキシコ近代綿工業の形成における「アヒオティスタ」の役割

に依存することになる。 その結果， 「アヒオティ

スタ」は，政府から見返りとしてタバコ，塩の専

売権などの利権を獲得し，政商としてその経済力

を拡大していった。「アヒオティスタ」の多くは

単なる金融業者ではなく，内債の引き受け手とし

て，政府と密接な関係をもつにいたった金融業者

•実棠家であった（注 2)。

たとえば， 1843年当時メキシコ第2の規模を持

つ綿紡績工場「マグダレーナ」の所有者であった

ガライは，サンタ・アナ大統領のもとで1834年の

1月から 4月まで大蔵大臣を務め，その後，次々

と政府の利権を獲得していくことになる。前述し

た意味で最初の「アヒオティスタ」であった。彼

は大蔵大臣辞任後，メキシコ市とクエルナバカ，

バヒオ間の道路復旧工事を請負い，その代わりと

して，ハラーパ，ベラクルス，プエブラでの交通

税の全額を15年間にわたって徴収，獲得する権利

を得た人物であった（注 3)。

「アヒオティスタ」が既存の工場を取得した過

程をみると，その金融業者，商人としての側面が

綿業進出の大きな契機になっていたことがわか

る。以下， 3例について具体的にみていこう。

(1) ベルヘスの事例

ァントゥニャーノの建設したメキシコで最初の

近代的綿紡績工場「ラ・コンスタンシア・メヒカ

ーナ」を人手することになるベルオスは，ベラク

ルスでフランス製品の輸入商・仲買人として活躍

していたフランス人商人であった（注り。この仕事

で財を成したベルヘスは他の分野にも進出し，ア

ントゥニャーノにたいしては原綿供給と融資をお

こなっていた。ベルヘスは，政府の内債を引き受

けていたかどうかについて確認できないが，金融

業者であり，綿業進出の過程は，後述する典型的

「アヒオティスタ」の場合と基本的に 1njじであ

II 
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る。

所有権の移行は次のような経緯をたどっておこ

なわれた。 1845年，アントゥ＝ャー Jはベルヘス

かt)「ラ・コンスタンシア・メヒカーナ」を担保

tこして綿花10万ぢ分を受け取っていたし，同工場

の改良費用として 2万4837ぢの融資を受けてい

る。 1847年アントゥニャーノが死亡した時点でベ

ルヘスは最大の値怖者であ，）た0 1849年ベルヘス

は再び融資をおこない，同年の競売をつうじて最

大の償権者の特権としてアントゥニャーノの所有

していたアシエンダ｀と綿紡績工場「エコ／ミー

ア1を入手している。その価格け実勢価格の 3分

の2！こド平価され， 14万8105ぢであった。 しかし，

：：の額はアントゥ～：：：ャーノの債務の全てではな

く，その後ベルヘフ、は他の伯仇者へ支払いをt件

に「ラ・ニンスタンシア・メヒカーナ」と別のア

シエンダを入手している（注5)。

ァントゥニャー］の債務が彬、Jくした要因には，

1840年代の脈綿不足とそれにともなう価格の裔騰

問題があった。 1842年には綿花不足により，全国

で5832錘あった紡錘のうち稼働していたのは，約

半数2982錘にナぎなかったば 6)。たとえば1813年

初頭， 「ココプバン」では 1万150(）錘が稼慟して

いたが，同年末には全生産を中止している。 1844

年には 5月から10月まで6294錘， 45年には2200錘

が稼働しているにすぎない（礼 7）。こうした状況は

プエブラでも例外ではなく， iラ・コンスタンシ

ア・メヒカーナ」は1845年 7月，綿花不足から操

業を停止している直 8)。

ァントゥニャー］によれば， 1843年にお；］る必

要原綿量ぱ 12万!~ (quintal。1；た＝46胡）であった

が，全国の原綿生産量は41年に 5万4000に， 42年

4万5000芦， 43年2万7000!；であった（注9)。外国

産原綿の輸入は，国内綿花栽培者の保護を目的と

I2 

して1836年以来原則的に禁止されていた点を考え

合わせれば，綿花不足の深刻さが理解できる。ア

ントゥ＝ャーノは， 1830年代には綿花の輸入禁止

を主張していたが，このような状況のもとで， 40

年代には原綿輸入の特別許可を政府に対して要請

している。その結果， 1843年には政府と密接に結

び付いていた「アヒオティスタ」， エスカンドン

がこの権利を取得した。しかし，アントゥニャー

ノ自身は資金不足から輸入原綿をエスカンドンか

ら入手できなかった。このような原綿の不足か

ら，価格は高騰した。プエブラでは1839年 1竺あ

たり23~25汽であったが， 43年には48ぺ＇，にまでな

った（注IO)。さらに，価格高騰の背景には，原綿供

給商人が関わっていた。彼らは， 48ぢのうちから

20~21べを手数料として取得していたとある報告

書け辿べている（注II)。商人が綿業に進出する機会

はこうして作られたのである。

(2) エスカンドンの事例

原綿供給商人でもあ J)た典型的「ア l:::オティス

タ」の綿業への進出過程をエスカンドンの例でみ

てみよう。エスカンドンは，スペイン商人の一家

に，オリサバで生まれた（注12)。彼の最初の事業は

1833年， メキシコ市ーベラクルス間］の釆合い馬車

の運行権，道路の管理権をサンタアナから入手す

ることで始められた。この権利は，植民地時代

にはメキシコ市の商人ギルド「コンスラード」

(Consulado)のものであった（注13)。独立によって

コンスラードが解散した結果，その利権が新しい

政商にサえられたのである。エスカンドンが入手

したl記の利権は流通部門の独占権を意味するも

のであった。これらの権利は，すでに述べたよう

に，政府財政赤字を埋めるための国内借款の多く

を他の「アヒオティスタ」とともにエスカンドン

が引き受けていたために，その見返りとして与え
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られたものである。

彼はその後，政府の財政事情の悪化にともなっ

て政府から鉱山，たばこ生産・販売の独占権，貴

金属翰入権，製塩独占権，兵器の翰入潅などを次

々に獲得している。彼は死の前年， 1861年にメキ

シコ市ーベラクルス間の鉄道建設の権利を受けて

もいる。

エスカンドンの綿業への進出ぱ， 1840年代初頭

における「エスコーバ」の建設で始まっている。

しかし，この工場はバロンの「ハウハ」同様，密

輸品をカモフラージュして［出産品に見せかける

ための偽装工場の役割も果たしたといわれてい

る国14)C エスカンドンが「ココラパン」を人手す

る過程は明t)かではない。しかし，「ココラパン」

は，前述のように1840年代半ばから主に綿花不足

から経営が悪化し．アラマーンカ叩第三者に経営

が移行していた。エスカンドンは目らの出生地に

あっに同エ湯を1848年に人Fしている（注15)。

業務内容から窺えるように，金融，輸入業，ま

た流辿部門かエスカンドンの事業の中心であり，

綿業への進出も密輸品の取り扱いを契機にしてい

た。当時綿製品は，i：i級品を除いて，輸入か禁止さ

れていたが， この輸入禁止措置は生まれたばかり

の近代的綿菜を保渡すると同時に，エスカジドン

のような密輸業者にも利益をもたちしていたので

ある。エスカンドンの綿業への進出はこ (I)輸入某

止措樅を 2/）の面から利用するも (I)であた。す

なわち，一方では密輸によって，一方では綿布生

産によって二重に利益を獲得できたのである。当

時の密輸の実態はその性格上明らかではないが，

多くの論者は国内の生産且と匹敵するか、それ以

上だったと指摘している（注16)。

(3) デル・リオ兄弟の事例

マルティネス・デル・リオ兄弟の場合も「ア

メキシコ近代綿工業の形成における「アヒオティスク」の役割

ヒオティスタ」の綿業進出を典型的に示してい

る（注17)。彼らの父親は植民地未期パナマを中心に

して，南アメリカ，カリプ海城の貿易で財をなし，

独立後，子供とともにメキシコに渡った。メキシ

コ移住後は，貿易のほかテキサス， コアウイラで

植民事業に携わった。 1836年に父親が死亡し， 38

年兄弟は「マルティネス・デル・リオ曲会」を創

設する。彼らは約束手形，現物，現金などさまさ

まな手段で商品を売却し，売却先が支払い不能に

陥ると，債務者の経営に関与する度合いを高め，

徐々に廂会に所有権を移行していった。この顕著

な例を「ミラフローレス」の所有者になる過程で

見ることができる。

「ミラフローレス」は元来，前掲第3表に共

同所有者としてあげられているバリオだけが所有

していた。「マルティネス・デル・リオ商会」は，

この工場のために綿紡給機を輸入し， 主に綿花を

供給している。ごれらの販売によりバリオは商会

に対して， 1840年には約12万ぢの債務を負うこと

になる。商会は，利子を受け取らないことを条件

にして，同工場で製造された綿糸の売却権を入手

している。また，工場と敷地は担保とされた。

1843年の時点で，両者は債権者，債務者の立場か

ら一し哺転して，共詞所有者になった。その後， 1849

年には，バリオは商会に所有権を譲り，「ミラフロ

ーレス」は商会の手中に収まることになる（注l8)。

以上の 3例に示されるように，綿花と機械の納

入， それに伴う融資が商人／「アヒオティスタ」

の綿業進出の契機であった（注19)。「アヒオティス

タ」らは，輸入，金融業をつうじて「砂業銀行」

の成果を獲得した。近代綿工業は，この「アヒオ

ティスタ」の綿業進出によって，初めてメキシコ

に定着することができたのである。

r3 
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Ⅲ　関税政策の変更と「アヒオティスタ」

「アヒオティスタ」は，すでに述べたように，

植民地期以来の支配階層に結びついた特権的商人

ではなく，独立メキシコが形成されて以降登場し

た，時期的に新しい商人，金融業者である。しか

し， 「アヒオティスタ」は綿業に進出することで

産業資本家への転化を図ったようには思えない。

彼らの綿業参入の成功は，直接的な利権の獲得に

よるものではなかったものの， 「勧業銀行」の成

果の利用によったという点で，綿業部門において

も，利権の恩恵を受けている。したがって，次節

で述べるように，形成期近代綿工業も，特権的商

人としての「アとオティスタ」の性格に大きく規

定されることとなった。

（注1) Potash,前掲書， 227ページ。

（注2) 「アヒオティスタ」の性格に関しては，

Tenembaum,肪掲書を参照。政府歳入に占める内債

の割合は，同上書 211~212ページ参照。

（注3) Tenembaum,前掲書， 53ページ。

（注4) 以下，ベルヘスに関する記述は， Aguirre

Anaya :V1aria de! Carmen, Alberto Carabarin 

Garcia, "Empresarios de la industria textil en 

Puebla," 修士論文， Universidad Autonoma de 

Puebla, プニプラ， 1979年~，による。

（注5) 同上論文 37~38, 43ページ。

（注6) Keremitsis, Dawn, La industria textil 

me.ric⑰ a en el siglo XIX, メキシコ， Secretaria 

de Educacion Publica, 1973年， 61ページ。

（注7) 第3表を参照のこと。

（注8) Grosso, Juan Carlos, "Notas sobre la 

formaion de la fuerza de trabajo fabril en el 

municipio de Puebla, 1835-1905," Boletin de 

investigacibn del mo両mientoobrero,第1年第2号，

1981年， 23ページ。

（注9) Quintana,前掲書，第2巻， 250ページ。

（注10) Keremitsis,前掲書， 26ページ。

（注11) "Memoria sobre el estado de la agricu-

ltura e industria de la republica en el afio de 

1844," Documentos para el estudio de la industri-

alizaciりnen J，1紅ico,1837ー 1845, メキシコ， Secre-

taria de Hacienda y Credito Publico Nacional 
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Financier a S. A., 1977年， 147ページ。

（注12) 以上，ニスカンドンに関する記述は，

Urias Hermosillo, Margarita, "Militares y come-

rciantes en Mexico," Florescano編，前掲書所収／同

"Manuel Escandon, de las deligenias al ferocarril, 

1833-1862," Cardoso, 前掲書所収，によっている。

（注13) Urias Hermosillo, "Militares y comerci-

antes……,’'78ページ。

（注14) Urias Hermosillo, "Manuel Escandon 

……,”31~33ページ。

（注15) Urias Hermosillo, "Militares y come-

rciantes……,’'31, 37ページ。

（注16) 同上論文 30~31ページ。

（注17) 以下，デル・リオに関しては， Beato, 

Guillermo, "La Casa Martinez del Rio: del come-

rcio colonial a la industria fabril, 1829-1864," 

Cardoso,前掲書所収によった。

（注18) 同上論文 70~72ページ。

（注19) 既存の工場を取得しない場合であっても，

原綿の確保と資金の豊富さが当時の綿業者の条件とな

っていた。 4位のベラスコの場合，その妻がベラクル

ス州トラコクルパン (Tlacotalpan)の綿花ァ七ンダー

ド出身であることから綿花不足を克服できた。また，

6位の Iレビオも生産者から綿花の直接買取をおこなっ

ていた。さらに，ルビオは「アヒオティスク」として

アラマーソの債移を肩代わりしており，その結果一時

的に「ココラバン」を取得している。 Keremitsis，前

掲書， 61ページ。

III 関税政策の変更と「アヒオティ

スタ」

さて，以上みてきた1840年代以降の「アヒオテ

ィスタ」の綿業参入は，メキシコ綿業のその後の

展開にとってどのような意味をもっていたのだろ

うか。「アヒオティスタ」は綿工業をその経済活

動のなかでどう位置づけていたのだろうか。この

節では，綿業の発展にとって最大の障害のひとつ

だった輸入綿布への「アヒオティスタ」の対応，

具体的には関税政策変更への対応をとおして考え
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ることとする。

まず， 1850年代以降の国内綿業と輸入綿布の状

況を簡単に示しておこう。第4表に示されている

ように綿布の国内生産量は徐々に増えるものの，

「アヒオティスタ」に代わってあらたな綿業者が

登場する1890年代の第2次綿業発展期に至るまで

メキシコの最大の輸入品目は綿布であり，輸入綿

布との関係をみるかぎり，以後40年間にわた→て

綿業には基本的変化がみられない。たとえば， 18

56年におけるペラクルス港からの繊維製品の輸入

高は総輸入高の約半分を占めていた。そのうち，

綿布はサラサ，マダボラム，綿モスリンを中心に

して主にイギリスから輸入され，総輸入高の半分

以上408万ベバこのぼっていた。この年の綿布輸入量

け，生産量が井常に伸びたとされている1854り(/)

】国内生産量と比べても，その半分近くにまで逹し

ていた。 1879年でも，輸入墓が4000万立方協，国

内生産量は6000万一寸方邸であった国 l)。

国産品は， 16番千で織られた伝統的な男性労働

者用厚手綿布（マンタ： manta) にほぼ限定されて

いた。 1840年代，生産量の増大により，マンタ生

廂に関しては、日給が達成されたと指摘されてい

第4表 メキシコにおける綿工業の
発展(1840~1907年）
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（出所） 1840~77: Cardoso, Ciro,.Wexico en el 

siglo XIX, メキシコ， NuevaImagen, 1980年，
152ページ。 1887-1907:El Colegio de Mもxico,
Fuerza de trabajo y actividad cconomica par 

sectores, メキシコ， 1965年， 106ページ。

メキシコ近代綿工業の形成における「アヒオティスク」の役割

る（注 2)。しかし， 1867年においても， 25番手より

も細い綿糸は国内生産されていなかった。下層の

女性は， 19世紀後半以降国内生産されるように

なったカナキンのプリント地をスカート用として

消贄したが，伝統的なショール（レボーソ： rebozo)

は手織りであった（注3)。国内生産量の増大は，労

働者人口の増大と手織り綿布の代替によりなし遂

げられていたのであり，中層以上の階陪を市場と

していた薄手の輸入品の分野での増大はあまり進

展していない。国産品と輸入品とで市場の 2分化

がおこなわれていたのである。

一方，この状況にたいして次のような間税政策

が採られていた。すでに述べたように， 「勧業銀

行」の資金源確保のためにおこなわれた1829年関

税法の一時停止は， 1837年3月11H法の成立によ

って解除された。この結果，翌年初頭から，普通

綿布の輸入禁止措置がとられた。さらに， 1843年

7月の，憲法 (BasesOrganicas)第67条では， 「国

会は，管轄会議の 3分の2の承認が得られない場

合，国内産業を疎外する製品の輸入を禁止してい

る諸法律を廃棄，あるいは停止することができな

い」と定められ，普通綿布の輸入禁止措骰の変更

に際して歯止めがかけられていた位4）。ここで言

われている管轄会議とは， 1843年にアラマーンが

結成した「全国産業庁」であった。このように，

1840年代の前半には，輸入禁止主義の娑勢が一貫

していた。レルド・デ・テハーダい輸人禁止主

義の台頭について， 「この基本政策の変更は， 政

府の政策決定にたいして，実業家の影閤力が強ま

った結呆だと思える」と述べているCi上5),, 1840年

代の前半には，アントゥニャーノを代表者として

綿業者は普通綿布の輸入禁止を強く要求していた

のである(i16)。密輸品が横行している状況下にあ

って，この輸入禁止政策の実質的効果は小さかっ

Iぅ
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たが， こここは，輸入品から国産品を保護すると

いう受動的姿勢だけではなく，生産拡大への積極

性がみられるc

ところが 5 この輸入禁止政策は米墨戦争 (1848

年）におげるメキシコの敗北以降見直しが進めら

れ， 1851年には北部国境地域において（アバロス

関税法）， また53年には全国的に（セバヨス関税法），

原綿と普通綿布の輸入が許可されることになっ

ふ-
I、-o アバロス関税法を成立させた普通綿布輸入解

紫の運動は、北部国境地帯あるいは海岸部の諸州

の粕入商らの連勁であった（注 7)。安い密輸品の流

入が半ば公然とおこなわれているこれらの州にと

って， 自由貿易は当然の主張であった。産業育成

政策の基本の変更をもたらした， 1853年における

輸入禁止政策の全国的解除も同様に考えられるの

だろうか。 1850年代は， アラマーンやアントゥニ

ャーノから ーアヒオティスタ」に， 主要な綿業者

の交代が完了した時期であり， メキシコ近代綿工

業が基礎を確立した時期である。 あらたに登場し

た綿業者と関税政策の変更はどのような関係にあ

るのだろうか。

1850年に普通綿布の輸入解禁を主張した大蔵大

臣ペイノ (:¥IanuelPayno y Flores)は， その理由

として， 来墨滅争の北部国境線の変更による密輸

つ増大，近代的綿業の定着， 関税収入による国家

財源の確保n3つを挙げている（注8)。

綿業者の側い〉検討してみよう。

この 3点を

密勘の増大炉棉業者の利益を損ねたことは確か

て茫るc しかし，影曹はそれだけに留まらなかっ

たと考えられ、恥米墨戦争以前はバロンの「ハウ

ノ‘-, エスカンドンの戸エスコーバ」などの偽装

工場が必要たったことに示されているように，密

翰がある程変困難であったがゆえに特定の密輸業

者，こ大きな利益がもたらされた。 しかし，密輸が

I6 

簡単におこなわれるようになるとこの種の利益は

消滅した。 アメリカ合衆国からの製品流入はこれ

までの密輸業者にも打撃を与えたと考えられる。

近代的綿業の定着についてはどうだったのだろ

うか。 1851年の「植民・産業庁年次報告書」によ

ると「ココラパン」，「ヘラクレス」，「マグダレー

ナ」，「トラルペン」，「ミラフローレス」などのエ

場は， この時期において生産を伸ばしている。ル

ビオの「ヘラクレス」は， 1844年から55年の約10

年間にマンタ生産量を約3倍にしているし， デル

・リオの「ミラフローレス」は45年から54年で約

4倍に伸ばしている（注9)。密輸の影響は小さな工

湯に対してはあったであろうが，大工場に関する

かぎり生産は伸び，全体的には発展を遂げていた

ことが第4表からもわかる。

第3の国家財政の悪化は，「アヒオティスタ」で

もあった綿業者にとっては実際的な問題だった。

資金の回収は， 前節で述べたように政府からのさ

まざまな利権供与という形でもおこなわれていた

が，直接的には政府歳入からおこなわれており，

国家財政の健全化は「アヒオティスタ」の利益に

そうものであった。 たとえば， 関税収入の一定の

割合や米墨戦争とガズデン購入(1853年）による賠

償金の多くは， 内外債の償還に充てられている。

「アヒオティスタ」は，回収された資金で，業務の

範囲を， 鉱山業，農業分野にも広げている（注IO)。

すでに指摘しているように，「アヒオティスタ」

にとって，綿業への参入は従来からの多角的な経

済活動の諸分野に， 一分野をつけ加えたにすぎ

ず，特権的商人，金融業者としての「アヒオティス

タ」の性格に変化を与えるものではなかった。前

節でみたエスカンドンの場合がそれをよく示して

いる。それゆえ， 一定の国内綿布市場の確保がで

きていた大工場への影響はないとしたこの提案
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は，「アヒオティスタ」にも支持者を見いだすこ

とになった（注JI)。

まず， 「マグダレーナ.J の所有者ガライの場合

を見てみよう。彼は， 1848年には「植民・産業庁」

の長官でもあったう 「全国産業庁」 (1843~46年）が

輸入禁止政策を支持していたのに対して，新設さ

れた～植民・産業庁」は輸入禁止政策の廃棄を主

張した。米墨戦争直後の1848年，「植民・産業庁」

は大蔵大臣に対して原綿および普通綿布の輸入解

禁を提案している（注12)。

この提案によれば，メキシコでは 1炉25：：；クの

綿花がイヤリスではわずか 8：：；；＇であった仇 13)0

高価格の原綿が国内綿業発展の阻害要因となるの

は明らかeある。しかし，こうした状況は，以前

においても同様だったはずである。政策に変化を

もたらした要因を時期的関係から考えてみよう。

原綿の輸入解禁は，当時，綿業者の一致した要求

であった" I全国咋業庁」の時代には， 綿業者と

綿花栽焙者か，共同して原綿輸入禁止を要求して

いたが，米墨戦争後は両者に分裂が生じた。この

変化が，綿党部門への商人／「アヒオティスタ」の

進出と時期的に一致しているのは重要である。綿

花不足を利用することで綿工業部門への進出をな

し遂げた商人／「アヒオティスタ」にとって，綿花

の輸入禁止はもはや不用のものとなっていたと考

えられよう r

一方，普通綿布り翰入解禁容認は特竿に値す

る。「柏民・産業庁：は提案の理由として密輸晶

の不可避的流入をあげ，いまこそ「革命的」変革

が必要だと指摘している（注14）。この提案にはプエ

ブラの綿業者が反対するなど，綿業者側では必ず

しも意見の一致をみていない。しかしながら，綿

業者の一部ではあ→ても，内部から賛成の声が出

ていることは，汁tlされるべきであるc

メキシコ近代綿工業の形成における「アヒオティスク」の役割

もう 1つの例として，エスカンドンの見解を代

弁していると言われるオテーロ(MarianoOtero)ら

穏健派自由主義者についてみてみよう。オテーロ

をはじめとする穏健派自由主義者の幾人かはエス

カンドンの公式，非公式の宜伝者であったは15)。

かれらもまた，輸入解禁に賛成するのである。オ

テーロは， 1848年に次のように述べている。「メ

キシコの繊維業が今日もっている比較的重要な地

位は最近のものである。 1830年に政府から保護を

獲得して後，初めて活性化したからである。国富

の増大に関する誤った忍識，すなわち共和国の繁

栄のためになすべきことは外国からなにも買わな

いことであると信じているほとんど無知な人の考

えにおもねることで，この政府は•…••『勧業銀

行』を創設した」。 さらに， オテーロは「勧業銀

行」が融資した工場の多くは操業していないと指

摘し，この政策を非難している（注16)。ここに見ら

れるように，オテーロは輸入禁止主義には反対で

あった。

以上のように，セバヨス関税法成立の過程には

「植民・産業庁」つ主り一部綿業者らの主張が存

在していた。さらに，その成立にあたっても綿業

者自身が賛成している。フランスの在マサトラン

領事が本国にあてた報告書によれば，セバヨス大

統領は，関税法制定の前に綿業者と協議をおこな

ぃ，原綿の輸入関悦を I;;;:につき 1ペ・ノ引き l‘―げる

ことでこの関税法への同揺を取り付けたのであっ

た（注17）。したがって，この関税法は実際には綿業

者の選択の結果だったのである。この結果，密輸

品に替わって，合法的に輸入された綿布・綿糸と

国産品とで国内市場を 2分する体制が確立したの

である。

この体制は， レフォルマ期の開始を告げるアユ

トラ計画の第6項において追認されているGL18)。

I 7 
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むすび

こうして，関税政策に限ってみれば，綿業者自ら

の手で，その発展の可能性を最大限伸ばす法的基

礎を破棄したのであった。「アヒオティスタ」は，

その後も産業資本家に転化するごとなく，あくま

でも「アヒオティスタ」の位置に留まった。綿工

業への進出は， 「アヒオティスタ」にとって， 従

来どおりの多角的経済活動の単なる分野拡大とし

ての意味をもったにすぎず，彼らけ既存の綿布市

場を支配下におくことで十分だとみなしたのであ

る3

（注1) Herrera Canales, Ines, Estadistica del 

comercio exterior de Afexico, 1821-1875, メキシ

コ， 1980年， 151ページ， および Keremitsis,前掲

甚， 56ページ；

（注2) Bazant, Jan, "Estudio sabre la produ-

tividad ck la industria algodonera mexicana 18,16 

-1845," Luis Chavez Orozco, La industria nacio-

nal y el con,.ercio exterior, 1842-1851, Colecci6n 

de documentos para la historia de! comercio 

exterior de Mexico（以後 CDHと略），第 1期第7

巻，メキンコ， 1962年， 42~44ページ。

（注3) Keremitsis，前掲書， 122ページ。

（注4) Tena Ramirez, Felipe, Leyes.fiヽndan砂

”tales de M紅ico,1808-1979, メキシコ， Porrua,

1981年， 415ページJ

（注5) Lerdo de Tejada, Miguel, Comercio 

exterior de Afexico: desde la Conquista hasta hoy 

(1856)，メキシコ， BancoNacional de Comercio 

Exterior, 1967年， 34ベージ。

（注6) Varios Mexicanos (Mariano Otero), 

"Consideraciones sobre la situacion politica y 

social de la Republica Mexicana en el afio 1847" 

(1848), Luis Cordova, Del centralisnw proteccio-

nista al reglimen liberal, CDH,第2期第7巻，メ

キシコ， 1976年， 167ページ。

（注7) Gonzales Navarro, Moises, Anatomia 

del poder en ]v!exico, }843---1853, Colegio de 

Mもxico, メキシコ， 1977年， 250~257ページ。

（注8) この法案は，下院を通過したが上院でほ承

認されず，結局実現しなかった。同上嘗 175ページ。
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パイノの提案の全文は， Payno y Flores, Manuel, 

"Exposici6n que el ministro de hacienda dirige a 

las cainaras sobre el estado de hacienda publica" 

(1850), Cordova,前掲書所収， 171~201ページ，で

みることができる。

（注9) "Memoria que la Direcci6n de Coloni-

zaci6n e Industria presento・・・・・・’'（1851, enero), 

Chavez Orozco, La industria nacional- … ••,471 ペ

ージ。「ヘラクレス」に関しては， Matuyama Huji-

wara, Hirofumi, "El proceso de la comercializa-

ion de la fuerza de trabajo en Mexico,’'修士陪文，

UNAM, 1981年， 40ページ，「ミラフローレス」に関

しては， Beato,前掲論文， 77ページを参照。

（注10) Tenembaum, 前掲書， 121~122, 157~ 

158ページ。

（注11) デル•リオのように資産の64~1~が綿業部門

だった「ア l::オティスク」もいた。彼は，輪入開始に

反対している。 Beato,前掲論文， 79ページ。 ‘‘Docu-

mentos que publica la Direcci6n de Colonizaci,¥n 

e Industria" (1848), Luis Chavez Orozco, Los 

industriales mexicanos y el comercio exterior, CD 

H,第1期第3巻，メキシコ， 1959年， 195ペー：：。

（注12) 同上書 167~180ページ。

（注13) 同上書 174ページ。

（注14) 同上ii 177ページ。
（注15) Urias Hermosillo, "Militares y comer-

ciantes……,’'98ページ，注58参照。

（注16) Varios Mexicanos (Otero)，前掲論文，

166ベージ。

（注17) Diaz, Lilia (Introduccion, selecci6n y 

traduccion de), Versi切 francesade M,紅ico,1851 

-186f,第2巻，メキシコ， Secretariade Relaciones 

Exteriores, 1974年， 142ページ。

（注18) Tena Ramirez,前掲占， 492~494ページ

参照。

むすび

以上のように，メキシコ綿工業の19世紀前半期

における突出的近代化は， 「勧業銀行」の一定の

成果を獲得することで綿業参入を果たした「アヒ

オティスタ」の存在を抜きにしては不可能であっ
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た。 「勧業銀行」は，伝統的支配者層の経済力維

持を当初の目標にしていたが，結果的には，独立

後の新体制のなかで経済力を伸ばした「アヒオテ

ィスタ」の経済活動領域をさらに拡大させる役割

を果たしたのである。

重要なことは， 「アヒオティスタ」の綿業参入

が産業資本家への転化を意味したのではなく，従

来の彼らの経済活動領域の量的拡大にすぎなかっ

たという点である。 1853年セバヨス関税法の成立

ぱ，そうした「アヒオティスタ」によるメキシコ

綿業の掌握を象徴的に示すものであった。この関

税法により，輸入綿布と国産綿布による国内市場

の2分化は固定されたのである。

「アヒオティスタ」は，以後数十年にわたっ

て，メキシコ経済において主導的な地位を保ち，

政治に対しても影響力をもつものとなった。「ア

ヒオティスタ」に関して初めて本格的研究をおこ

なったテネンバウムは，従来「アナーキーの時

代ーと呼ばれている1821年から57年のメキシコ史

を「アヒオティスタの時代」として認識し直すこ

とを提案している。

「アヒオティスタ」との関連と形成期近代綿工

業の役割の何かを考えるとき，本稿から最低限導

きだせるのは，近代綿工業の存在を保証した「ア

ヒオティスタ」の綿工業進出が，彼らの経済力増

大のびとつの手段だったことである。綿業は，当

時の製造業のなかで最大の分野であった。商業，

金融，政府からの諸利権に加え，綿業部門を掌握

できたことは，彼らの経済力増大において大きな

意味をもったと考えることができる。

メキシコ近代綿工業の形成における「アヒオティスク」の役割

メキシコ近代綿工業が，新たな展開をみせるの

は，「はじめに」で指摘したように，「アヒオティ

スタ」に代わる，他の実業家層が誕生する19世紀

末を待たなければならない。植民地末期・独立当

初における在来綿手工業と19世紀末以降の新たな

メキシコ近代綿工業の間にあって，形成期近代綿

工業は，この過度期の時代の特徴を知るための重

要な手がかりを提起してくれる。

「アヒオティスタ」は，確かに，特権的政商だ

ったという点で，旧来の経済的支配層との性格上

の一致がみられるが，植民地期の経済的支配層が

海外向け鉱山業あるいは外国貿易，専売を主な活

動としていたのに対して， 「アヒオティスタ」が

国内市場向けに綿布生産を開始し，国内市場を基

礎に据えたことは，新しい時代を反映したもので

あった。同時に，近代綿業がこの時期十分の展開

を果たさなかったという限界をもたざるを得なか

った点もまた，時期的特質として考えられよう。

本稿では，「アヒオティスタ」の一般的傾向を

述べてきたため，ルビオのように綿工業の拡大を

意図的に推進した一部の「アヒオティスタ」の実

像に迫ることはできなかった。また，綿業者のな

かには，プエブラの中小綿業者のようにメキシコ

綿業を基礎において支えた人々がいたが，これら

の人々についても扱ってはいない。 19世紀末以降

の綿業発展の第2段階において，これらの人々の

役割は軽視しえないものがある。他の残された課

題とともに，以後の課題として，考えていきたい

と思う。

（独協大学講師／非常勤）
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